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巻頭言

このように信者が教義研鑽する場を設
けたり、いわゆる初心者が信仰を深める
ようなプログラムを企画、運営できるの
は、現実に拠点しかないのである。多く
の教会長などは、導いた信者を拠点が運
営する修養会や研修会に連れていき、そ
こで教理を深めるように促す。それゆえ、
拠点のあり方、言い換えれば拠点の環境
が非常に重要になってくると思われる。
日本国内でも、個人宅的な教会は実は

たくさんある。しかし、大教会と呼ばれ
る教会（大教会も、面積的に大きな教会
という意味ではなく、一つの等級を表す）、
あるいは分教会でも、常駐ではなくても行
事ごとにスタッフが集まることが容易で
施設規模もそれなりにあるところは多く、
宿泊施設があるところも珍しくない。よっ
て、そこで信者の研鑽などができる。ま
た教会本部自体が、さまざまな信者育成
プログラムを用意しており、そこでも可
能だ。しかし、上に述べたように、日本
以外の多くの国でそれだけの規模を持つ
天理教の教会は決して多くない。さらに、
高い旅費をかけて日本にある教会本部ま
で行くことも必ずしも容易ではない。
拠点が日系人コロニーのようになって

いたり、雰囲気がまさに日本そのもので
あれば、特別に日本趣味という人なら別
だが、多くの非日本人、非日系人には入
りにくく、結局、未信者が信仰の入口近
くまで来ても、そこから奥に入っていく
すべがない。
「あの天理教の信者はいい人だから」と、
言わば人間関係から信仰に導かれること
は悪いことではない。しかし、そうして
導かれた人が確固たる信仰を胸に修める
ためには、当然教理の理解を深めること
が重要になるし、したがってそのために
海外拠点が体制を整え、環境を整備する
ことは大きな課題だろう。

前号で、天理教の海外布教の場合、特
に教会本部の出先機関とも言うべき拠点
（伝道庁、出張所など）の環境整備が重要
だと述べた。それは、海外の場合、教義
の研鑽、信者の修練といった布教に不可
欠なことを実施できるのが事実上、拠点
以外にはないからである。
アメリカやブラジルには、多くの天理

教の「教会」がある。ただ、天理教では「教
会」とは、単に「宗教的会合のための建物」
（広辞苑）を表す普通名詞ではない。「教
会」とは、原則「所属するようぼく 16人
以上（うち教人 5人以上）及び信者若干
名を有する」（天理教伝道庁・海外教会規
程第３条）礼拝施設を言う（国内の「分
教会」も同様）。「ようぼく」とは、別席
を 9回受講し、さづけの理を頂いた者で、
「教人」とは教人資格講習会を修了し登録
された者を指す。
つまり天理教の場合、「教会」とは礼

拝施設の等級をも表す。布教師が、未信
者を信仰に導き、それが上記のような人
数に達し、本部に承認されたら「布教所」
が言わばグレードアップして「教会」と
なる。逆に施設の規模がたとえ大きくて
も、所属信者数が上記に満たない場合、
教会ではない。教会となると最低つとめ
が勤修できる広さは必要だが、個人宅で
も構わない。事実、特に海外の場合、筆
者はすべて知っているわけではないが、
多くは一般民家である（その国の法律で、
一般民家で信者の会合が許されるかどう
かは別問題）。
したがって、教会と言ってもそこにい

るのは会長家族だけである。会長は他に
生業をもっている場合もある。さらに会
長家族のプライベートな家でもあるから、
私的な生活の場であり、およそ公的な空
間とは言えない。よって現実にそこで信
者の育成などは非常に難しい。
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